
「顧みられない熱帯病（Neglected Tropical 
Diseases, NTD）」とは、熱帯地域の貧困層を
中心に蔓延している寄生虫、細菌感染症を指し
ます。その中に、サシチョウバエが媒介し、皮膚
に大きな病変を起こす皮膚リーシュマニア症とい
う感染症があります。世界に多くの患者がおり、
病気による影響も深刻ですが、致死性の強い疾
病ではないため、重視されていませんでした。
生薬学研究室では、感染地域の研究チームとの
国際共同研究で、活性成分の単離・精製、化学構造決定
およびリーシュマニア原虫に対する活性評価を行い、リー
シュマニア感染症の制御につながるよう取り組んでいます。

超高齢社会を迎えた現在、慢性痛を抱えた
患者の数は増加の一途を辿っています。持
続的な痛みは、私たちの身体にとって非常
に大きなストレスになります。またストレスは
細胞老化と相まって、うつ病や不安障害な
どの精神疾患やアルツハイマー病などの神
経変性疾患の発症の引き金になることが知
られています。薬効解析科学研究室では、
慢性痛や精神疾患、神経変性疾患を対象
に、老化に関連した病気の発症メカニズム
を解明することで、新規治療薬を開発・創
製し、それらの疾患に苦しむ患者さんを救
うべく研究を行っています。また、その成果
を広く情報発信しています。

薬学科・薬科学科とも、卒業後の進路
は広く開かれています。自分たちの可続憐っ 丼た


